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むらの人口 （平成 23 年 3 月１日現在）　（　）は前月比

 総数：9,291 人（+6）    男 : 4,550 人（+6）  女 : 4,741 人（± 0）
 世帯数 : 3,239 世帯（+3）
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広
報
映
像
の
部
で
最
優
秀
賞

　
　
広
報
写
真
２
部
門
で
優
秀
賞

　

市
町
村
の
広
報
紙
、
広
報
番
組

を
審
査
す
る
平
成
22
年
長
野
県
市

町
村
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
宮
田

村
が
昨
年
末
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
放
送
し
た
「
あ
め
つ
ち
と
と
も

に
～
唐
木
順
三
が
残
し
た
も
の

～
」
が
広
報
映
像
の
部
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
番
組
は
、
宮
田
村
出

身
の
文
芸
評
論
家
唐
木
順
三
が
宮

田
中
学
校
に
残
し
た
詩
「
あ
め
つ

ち
と
と
も
に
」
か
ら
、
唐
木
順
三

と
い
う
人
物
と
、
こ
の
詩
が
歌
に

な
っ
た
背
景
な
ど
を
紹
介
し
た
も

の
で
「
構
成
が
よ
く
、
意
欲
と
関

係
者
の
詩
へ
の
愛
情
が
よ
く
伝

わ
っ
て
く
る
」
と
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

　

広
報
写
真
で
は
、
広
報
み
や
だ

８
月
号
が
一
枚
写
真
の
部
で
、
同

10
月
号
が
組
み
写
真
の
部
で
そ
れ

ぞ
れ
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

受
賞
を
励
み
に
、
こ
れ
か
ら
も

み
な
さ
ん
の
素
敵
な
笑
顔
や
活
動

を
た
く
さ
ん
発
信
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

あ
め
つ
ち
と
と
も
に 

　
～
唐
木
順
三
が
残
し
た
も
の
～

４
月
８
日
（
金
）
か
ら
再
放
送

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
１
チ
ャ
ン
ネ
ル

※
６
㌻
番
組
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い

番組で取り上げた唐木順三氏の歌碑と受賞した広報みやだ

保育園に通う前のお子さんとその親を対象

にした公民館の子育て学級。子育ての不安

を分かち合う交流と、役立つ知識を学ぶ事

などを目的に毎月開催しています。２月は

小麦粉粘土遊びと、その姿を写すデジカメ

講座が行われました。　【関連記事：14 ㌻】
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長野県広報コンクールで３部門入賞

 　

先
月
、
村
内
で
息
子
を
名
乗
る
男
に
多

額
の
現
金
を
騙
し
取
ら
れ
る
詐
欺
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

「
携
帯
番
号
を
変
え
た
」、「
風
邪
を
ひ
い

て
声
が
お
か
し
い
」
は
要
注
意
で
す
。
不
審

な
電
話
が
あ
っ
た
ら
家
族
や
警
察
な
ど
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
振
り
込
み
は
家

族
の
ロ
座
に
し
て
、
他
人
の
口
座
に
は
振
り

込
ま
な
い
よ
う
に
す
る
、
家
族
間
に
し
か
わ

か
ら
な
い
合
言
葉
を
作
っ
て
お
く
な
ど
、
振

り
込
め
詐
欺
へ
の
対
策
を
話
し
合
っ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　
　
問
住
民
福
祉
課 

住
民
生
活
係

☎
85 -

５
８
６
１

  

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
を
！

！
宮
田
村
で
発
生

教
育
目
標

『
思
い
や
り
の
心
を
育

は
ぐ
く

む
』

　

社
会
生
活
を
送
る
に
は
、
い
つ
も

自
分
を
中
心
に
し
た
考
え
で
は
う
ま

く
い
き
ま
せ
ん
。
人
そ
れ
ぞ
れ
違
っ

た
個
性
や
能
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と

を
理
解
し
合
い
、
他
人
の
こ
と
を
認

め
合
っ
て
生
活
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
経
験
を
通
し
て
、

が
ま
ん
す
る
こ
と
、
譲
り
あ
う
こ
と
、

他
人
の
気
持
ち
を
考
え
る
こ
と
な
ど

「
思
い
や
り
の
心
」
を
身
に
つ
け
て

い
き
ま
す
。
家
庭
・
保
育
園
・
学
校
・

地
域
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
で
思
い
や
り

の
心
が
育
ま
れ
る
よ
う
心
し
た
い
も

の
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
ま
ず
は
、

大
人
が
思
い
や
り
の
態
度
で
、
他
人

に
親
切
に
接
し
、
子
ど
も
た
ち
の
よ

い
お
手
本
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

　

子
育
て
５
か
条

一
、
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん

　
　

正
し
い
生
活
習
慣
・
生
活
リ
ズ

　
　

ム
と
食
の
大
切
さ
を
身
に
つ
け

　
　

よ
う
。

二
、
ほ
め
て
、
し
か
っ
て
、

　
　
　
　
　

が
ま
ん
も
さ
せ
て

　
　

愛
情
こ
め
て
子
ど
も
と
接
し
、

　
　

社
会
の
ル
ー
ル
を
し
つ
け
よ
う
。

三
、
育
て
よ
う
、

　
　
　

夢
と
希
望
と
自
立
心

　
　

将
来
に
夢
と
希
望
を
も
っ
て
、

　
　

自
ら
が
努
力
す
る
子
ど
も
に
育

　
　

て
よ
う
。

四
、
元
気
な
あ
い
さ
つ
、

　
　
　
　
　

感
謝
の
こ
と
ば

　
　

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
誰
に
で

　
　

も
感
謝
の
気
持
ち
を
表
そ
う
。

五
、
家
族
仲
良
く
、
明
る
い
家
庭

　
　

家
庭
の
絆
を
大
事
に
し
て
、
明

　
　

る
い
家
庭
を
築
こ
う
。

　
問
教
育
委
員
会
こ
ど
も
室

　
　
　
　
　
　
　
☎
85- 

２
３
１
４

　
『
う
ち
の
子 

よ
そ
の
子 

宮
田
の
子
』

 

み
ん
な
で
実
践
し
よ
う
！

 　

宮
田
村
の
教
育
目
標
と
子
育
て
５
か
条
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

決
ま
り
ま
し
た

　

宮
田
村
教
育
委
員
会
で
は
、
村
の
み
な
さ
ん
が
一
丸
と
な
っ
て
子
育
て

に
取
り
組
む
こ
と
を
願
っ
て
、
「
教
育
目
標
」
と
「
子
育
て
５
か
条
」
を

設
け
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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宮
田
村
民
カ
ー
ド
（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
） 

　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

３
月
末
ま
で
無
料
発
行
中
！

■
自
動
交
付
交
付
機
で
証
明
書

　
交
付
が
受
け
ら
れ
る
証
明
書

　
　

住
民
票
・
印
鑑
登
録
証
明
書
・
所
得
証
明

　
　

書
・
納
税
証
明
書
・
資
産
証
明
書
・
軽
自

　
　

動
車
納
税
証
明
書

　
　

※
納
税
証
明
書
は
会
社
で
住
民
税
を
給
与

　
　

天
引
き
さ
れ
て
い
る
方
（
特
別
徴
収
者
）

　
　

は
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

※
本
籍
地
が
上
伊
那
郡
内
に
あ
る
方
は
、

　
　

本
籍
地
で
暗
証
番
号
を
登
録
す
る
こ
と
に

　
　

よ
り
、
戸
籍
の
謄
本
、
抄
本
を
受
け
取
る

　
　

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
ご
利
用
時
間

　
　

午
前
７
時
～
午
後
８
時
（
年
中
無
休
）

　

設
置
場
所

　
　

宮
田
村
役
場
（
正
面
玄
関
入
っ
て
左
）・

　
　

駒
ヶ
根
市
役
所
・
伊
那
役
所
・
伊
那
市
高

　
　

遠
町
総
合
支
所
・
い
な
っ
せ
２
階

※

・
飯

　
　

島
町
役
場
・
箕
輪
町
役
場
・
辰
野
町
役
場

　
　

※
い
な
っ
せ
は
午
前
７
時
30
分
か
ら

　
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
こ
ん
な
に
便
利

　
村
民
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
役
場
の
窓
口
が
閉

ま
っ
て
い
る
休
日
や
夜
間
で
も
、
役
場
入
口
や

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
に
あ
る
端
末
機
を
使
っ
て
、
住

民
票
な
ど
の
証
明
書
の
発
行
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

村
民
カ
ー
ド
は
役
場
窓
口
で
、
本
人
確
認
（
運

転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
に
よ
る
）
が
で

き
れ
ば
20
分
程
度
で
交
付
で
き
ま
す
。
３
月
末

ま
で
手
数
料
無
料
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

■
全
国
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
で
証
明
書

　

交
付
が
受
け
ら
れ
る
証
明
書

　
　

住
民
票
・
印
鑑
登
録
証
明
書

　

ご
利
用
時
間

　
　

午
前
６
時
30
分
～
午
後
11
時

　
　

（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
は
休
止
）

見
 本

暗
証
番
号
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
ら

　
端
末
機
で
証
明
書
を
交
付
す
る
時
に
は
、

カ
ー
ド
作
成
時
に
登
録
し
て
も
ら
っ
た
暗
証
番

号
の
入
力
が
必
要
で
す
。
暗
証
番
号
を
３
回
連

続
で
間
違
え
て
し
ま
う
と
、
役
場
窓
口
で
ロ
ッ

ク
解
除
を
行
わ
な
い
と
使
用
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
暗
証
番
号
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た

場
合
は
、
役
場
窓
口
で
本
人
確
認
（
運
転
免
許

証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
公
の
機
関
が
発
行
し
た

顔
写
真
付
き
の
証
明
書
に
よ
る
）
を
し
た
後
に
、

暗
証
番
号
の
確
認
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

カ
ー
ド
取
扱
い
上
の
注
意

　

村
民
カ
ー
ド
は
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
や
ア
ン
テ
ナ

な
ど
精
密
な
電
子
部
品
が
内
蔵
さ
れ
て
い
る

カ
ー
ド
で
す
。
取
扱
い
方
に
よ
っ
て
は
ご
使
用

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
特
に
以
下
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
折
り
曲
げ
た
り
ズ
ボ
ン
の
後
ろ
の
ポ
ケ
ッ
ト

に
入
れ
た
り
し
な
い

　

折
れ
曲
が
っ
て
Ｉ
ｃ
チ
ッ
プ
や
ア
ン
テ
ナ
が

切
断
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

■
磁
気
に
近
づ
け
な
い

　

テ
レ
ビ
な
ど
帯
電
し
や
す
い
も
の
の
上
に
置

か
な
い
で
く
だ
さ
い

■
高
温
・
高
湿
度
な
場
所
に
置
か
な
い

　

車
の
中
な
ど
に
長
時
間
放
置
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
問
住
民
福
祉
課
住
民
生
活
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
85 - 

３
１
８
３

セブンイレブンの端末機

役場の自動交付機

　４月１日から役場の課や係などが下表のとおり変更になります。

　●総務課						      ●総務課（変更なし）

　　[ 総務係・企画情報係・管理財政係 ]

　●住民福祉課					     ●住民課 [ 住民係・環境係・税務係 ]

　　[ 住民生活係・税務係・保健福祉係 ]		 	 ●福祉課 [ 福祉係・保健予防係 ]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※老人福祉センター内

　●産業建設課	 	 	 	 	 ●建設課 [ 建設係・耕地林務係・上下水道係 ]

　　[建設林務係・上下水道係・商工観光係・農政係 ]	 	 　　　　　宮田村土地開発公社

　　宮田村土地開発公社	 	 	 	 ●産業課 [ 農政係・商工観光係 ]

　

　●教育委員会					     ●教育委員会 [ こども室（学校教育係・子育て支援係）

　　[ こども室・生涯学習係 ]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・生涯学習係 ]

　●議会事務局					     ●議会事務局（変更なし）

　●会計室						      ●会計室（変更なし）

問総務課 総務係８５ー３１８１

  ４月から役場の組織機構が変わります

ア
ナ
ロ
グ
放
送
は

地デジ
現
在
お
使
い
の
テ
レ
ビ
が
地
デ
ジ

化
で
き
て
い
る
か
ご
確
認
を
！ 

　

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
で
ア
ナ
ロ
グ

放
送
を
観
て
い
ま
せ
ん
か
。
画
面

の
上
下
に
黒
い
帯
、
右
上
に
「
ア

ナ
ロ
グ
」
の
文
字
が
出
て
い
る
場

合
は
地
デ
ジ
化
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
設
定
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
近
所
や
親
戚
の
家
の

テ
レ
ビ
は
地
デ
ジ
化
さ
れ
て
い
ま

す
か
。
特
に
高
齢
者
の
世
帯
な
ど

に
一
声
か
け
て
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

デ
ジ
サ
ポ
の
ご
活
用
を

　

地
デ
ジ
化
の
こ
と
で
わ
か
ら
な

７
月
24
日
に
終
了
し
ま
す

Television

準
備
は
お
済
で
す
か
？

地デジ化されてないテレビには

画面右上に「アナログ」の表示が

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  

デ
ジ
サ
ポ
長
野

　
☎
０
２
６-

２
３
３-

５
５
０
１

チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
制
度

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除

世
帯
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
は

簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
１
台
無
償
配

布
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０-

０
２
３-

７
２
４

悪
徳
商
法
・
地
デ
ジ
詐
欺
に
ご
注

意
を
！ 

　

地
デ
ジ
化
に
関
す
る
相
談
は
す

べ
て
無
料
で
す
。
ま
た
、
地
デ
ジ

放
送
の
受
信
に
関
し
て
、
疑
わ
し

い
工
事
の
勧
誘
、
身
に
覚
え
の
な

い
工
事
代
金
の
請
求
を
受
け
た
場

合
に
は
す
ぐ
に
支
払
わ
ず
、
警
察

署
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。



広報 MIyada 6広報 MIyada7

宮田村役場 
☎ 0265-85-3181（代）
FAX 0265-85-4725

村民会館
（教育委員会・公民館・図書館）
☎ 85-2314

老人福祉センター
☎ 85-4128

宮田村公式ホームページ
http://www.vill.miyada.nagano.jp

3/11 ～  もうすぐ１年生 ③西保育園

3/18 ～  商工会だより

3/25 ～  TV こまうすゆきそう 1ch

4/ 1 ～  情報発信！チャンネルみやだ

4/ 8 ～  あめつちとともに（再）

ケーブルテレビ１ch
■毎週金曜日 19 時入れ替え

■放送時間  6:30 8:30 12:30

　　　　　 19:00 21:00 23:00

くらしの情報 Information

よろこび

小木曾　恋
れ も ん

紋ちゃん　　　南割

数馬・夏美さん

加藤　悠
ゆ う ま

真くん　　　　　南割

大樹・奈美さん

新井　華
か な は

南葉ちゃん　　　大原

孝昭・しずかさん

大下　希
の あ

愛ちゃん　　　　町１

恭平・玲未さん

原田　琉
りゅうき

稀くん　　　　　町２

義之・あゆみさん

竹澤　優
ゆ う

羽ちゃん　　　　町１

章宏・祥子さん

櫻井　佳
か な

菜ちゃん　　　　北割

清志・明美さん

小田切　琉
る う と

翔くん　　　　南割

真次・久美子さん

小林　理
り と

人くん　　　　　北割

茂生・育恵さん

丸山　奏
か の ん

音ちゃん　　　　町３

雅裕・睦美さん

大西　真
ま ゆ

由ちゃん　　　　町３

義人・佳菜子さん

花井　杏
あ ん り

俐くん　　　　　町３

祐治・恵さん

髙坂　春
は る ね

音ちゃん　　　大田切

まこと・富恵さん

代田　晟
せいたろう

太郎くん　　　　町２

竜介・博子さん

宮脇　凜
りん

ちゃん　　　　　町１

正浩・舞さん

かなしみ

太田　さとみさん　       85 歳

町２　裕士さん・祖母

田中　美千子さん　　    79 歳

新田　健治さん・母

春日　よねゑさん　　　 94 歳

町１　清水時江さん・母

倉田　ゆきゑさん　　　 97 歳

町３　富夫さん・母

小田切いつ子さん　　　 87 歳

町２　和司さん・義母

三澤　哲夫さん　　　　 82 歳

町３　勇さん・父

３     march
 弥 生

今月の納税 など

国民健康保険税　第 10 期
後期高齢者医療保険料　  第９期
　    納期限・振替日 3/31（木）

水道料・下水道使用料
今月は… 町３, 北割 , 南割
　　　　　　　　新田 , 大原

相談日
■心配ごと・行政相談
3/20（日）・4/17（日）
午後１時～３時  場所：なごみ家

■結婚相談
3/23（水）・4/13（水）
  午後６時～８時　場所：デイサービスセンター

村臨時職員募集

■業務内容

　役場産業建設課農政係事務

■採用人数　１人

■採用期間　４月上旬から

■勤務時間

　午前８時 30分

　　　　～午後５時 15分

■受付期間

　３月 18日（金）まで

※申込み方法、勤務条件などく

わしくはお問い合わせください。

問産業建設課 農政係

　　　　　   ☎８５ー５８６４

国保加入の 70 歳から 75 歳未満の方
自己負担額１割に据え置き

　国民健康保険に加入されてい

る 70 歳から 75 歳未満の方が

医療機関などにかかった時の自

己負担額は、今年４月から１割

の方は２割に引き上げられる予

定でしたが、軽減特例措置が継

続されることとなり、来年３月

まで１割に据え置かれることと

なりました（ただし、前年の所

得をもとに現役並み所得者と判

定された場合は、自己負担が３

割となります）。

　新しい高齢受給者証は、３月

下旬までにお手元に郵送します。

問住民福祉課  住民生活係

　　　　　   ☎８５－５８６１

狂犬病の予防注射

　狂犬病予防注射を次の日程で

実施します。登録済みの犬は郵

送された申請書と 3,220 円を

お持ちのうえ、各会場で受診し

てください。

　なお、会場で新規登録も可能

です（別途要 3,000 円）。飼犬

は必ず登録してください。

※健康に異常がある場合及び過

去に狂犬病予防注射後に異常を

起こしたことのある犬は動物病

院で接種してください。

■狂犬病予防注射日程表
実施日 時間 場所

4/3

㈰

9:00 ～ 9:30 宮田駐在所前

9:40 ～ 9:55 北割集落センター

10:05 ～ 10:20 南割地区支え合い施設

10:30 ～ 10:45 新田転作センター

10:55 ～ 11:10 大田切地区支え合い施設

11:20 ～ 11:35 大久保地区支え合い施設

13:00 ～ 13:25 里宮神社

13:35 ～ 13:50 中越機械格納庫

14:00 ～ 14:10 つつじが丘研修センター

14:20 ～ 14:35 大原公民館

14:50 ～ 15:10 役場駐車場

4/4 ㈪ 9:00 ～ 10:00 老福センター駐車場

問住民福祉課 住民生活係

　　　　　　☎８５－５８６１

不動産評価等の
鑑定士無料相談会

■日時　４月１日（金）

　　　　午前 10時～午後４時

■会場　伊那市役所302会議室

■相談内容　売買、賃貸借など

問長野県不動産鑑定士協会

　☎０２６－２２５－５２２８

犬のしつけ方教室

■開催日

　5/ 8・15・22・29・6/5

　（いずれも日曜日）の全５回

■会場

　１回目は伊那合同庁舎、２回

　目以降は伊那文化会館東の多

　目的広場

■参加資格　

　・生後 6 ヶ月から 2 年以内

　で狂犬病予防注射、7 種以上

　の混合ワクチン接種及び寄生

　虫検査を実施済みの犬

　・上伊那地域にお住まいの方

　・5回すべてを受講できる方

■定員　20組

■参加費　7,500 円

※申込み方法などくわしくはお

問い合わせください。

問伊那保健福祉事務所 食品生活衛生課

　　　　　　☎７６－６８４０

３月の取灰収集

　今月の取灰収集は、第 3 月

曜日の 21 日が祝日のため翌週

28日になります。

　お間違えのないように提出し

てください。。

問住民福祉課  住民生活係

　　　　　   ☎８５－５８６１

募集 『地域づくり支援事業』
『うるおいの街並みづくり支援事業』

■地域づくり支援事業

　個性ある地域づくりのために

住民のみなさんが自主的に行う

事業を支援する事業です。

　道水路の改修や交通安全対

策、地域づくりのための研修会

などが想定される事業で、その

経費を補助します。

■うるおいの街並みづくり支援事業

　住民のみなさんが、うるおい

と活力にあふれた魅力的な地域

にしようとする「手作りの地域

活動」を支援する事業です。

　花壇やプランター、街路樹の

j i c a ボランティア
春の募集説明会

　独立行政法人国際協力機構（JICA）

では、途上国の人たちとともに

様々な課題の解決に取り組んで

いる jica ボランティア（青年

海外協力隊やシニア海外ボラン

ティア等）を募集しています。

　４月に県内３会場で「募集説

明会＆体験談」を行います。お

気軽にご参加ください。

※日程などくわしくは「jica

駒ヶ根」のホームページをご覧

ください。

問駒ヶ根青年海外協力隊訓練所

　　　　　　☎８２－６１５１

維持管理にかかる経費を補助し

ます。

■募集期間

　３月 31日（木）まで

※くわしくは下記までお問い合

わせください。

地域づくり支援事業…

問総務課 企画情報係

☎８５－３１８１

うるおいの街並みづくり支援事業…

問産業建設課 建設林務係

　　　　　   ☎８５ー５８６３

募集 国税専門官

■受験資格

①昭和 57年４月２日～

　平成２年４月１日生まれの方

②平成２年４月２日以降生まれ

　の方で大学を卒業した方、及

　び平成 24 年３月までに大学

　を卒業する見込みの方、また

　はそれと同等の資格があると

　認められる方

■受付期間

　４月１日～４月 14日

※くわしくは「国税庁」ホーム

ページをご覧ください。

問伊那税務署☎７２－２１７１
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康
福 祉
健

住民福祉課 保健福祉係

 高齢者の教室　　　  会場：老人福祉センター

 介護者の会

 高齢者元気サロン
    3 月 22 日（火）9:30 ～
    4 月 12 日（火）9:30 ～
 
 高齢者転倒予防教室
    3 月 25 日（金）9:30 ～
    4 月  8 日（金）9:30 ～

  家族介護者リフレッシュの会　　会場：老人福祉センター
　

3 月 17 日（木） ・ 4 月 14 日（木）９:30 ～
　

     ※リンパマッサージ教室開催。リンパ液をスムーズに流して心も体もリフレッシュ

☎85-2922
な ご み 家

な
ご
み
家
だ
よ
り

な
ご
み
家
だ
よ
り

住
民
参
加
型
福
祉
施
設

開館 月～土曜
午前9時～
午後５時

  高齢者閉じこもり予防教室
3 月 16 日（水） 9:30 ～
4 月  6 日（水） 9:30 ～

    4 月 13 日（水）9:30 ～

  認知症家族会 　 会場：老人福祉センター
　3 月 17 日（木）・4 月 7 日（木）9:30 ～
   ※ 3/17 はリフレッシュの会と合同で開催します

こまちや東内科クリニック（内小） 駒：81-7780

かしの実クリニック（内） 駒：98-0590

まつむら小児科医院（小） 駒：81-4700

山村眼科整形外科（整） 駒：82-6611

つちかね整形外科クリニック（整） 駒：82-7715

おはようクリニック（形皮） 駒：83-6103

やまおか耳鼻咽喉科（耳） 駒：82-4133

こまちや東内科クリニック（内小） 駒：81-7780

 3/13

 3/20

 3/21

 3/27

 4/ 3

 4/10

 4/17

緊急当番医    
宮＝宮田村　駒＝駒ヶ根市

保健ごよみ  3/16 ～ 4/15

■母と子　相談・健診など
４ヶ月児健診    4/7（木）午後 12:20

対象：H22 年 12 月生まれ

10 ヶ月児健診   4/7（木）午後 12:45

対象：H22 年 6 月生まれ

１歳半健診       4/7（木）午後 1:30 

対象：H21 年 10 月生まれ

相談日（母乳・子育て・離乳食・ママの部屋） 

　　　　   3/24（木）・4/14（木）午前 9:00

※ 4/14 は母乳相談なし  

対象：どなたでも（母乳・子育て相談は要予約）

■成人　相談・健診など
健康相談・心の相談日

　　　　　　3/24（木）・4/14（木）午前 9:00 

※指定のあるものを除き、会場はすべて　  

　老人福祉センターです。

Health ＆Welfare
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2
月
3
日
、
長
～
い
巻
き
寿
司
を
作

り
ま
し
た
。
昨
年
は
、
会
場
の
都
合
に

よ
り
直
線
で
10
㍍
40
㌢
で
し
た
。
今
年

は
、
カ
ー
ブ
を
思
い
つ
き
挑
戦
し
ま
し

た
。
結
果
は
17
㍍
ル
70
㌢
の
記
録
が
出

ま
し
た
。
当
日
は
、
親
愛
の
里
の
み
な

さ
ん
や
子
ど
も
連
れ
の
若
い
お
母
さ
ん

方
、
地
域
の
方
々
な
ど
60
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

  高齢者権利擁護相談
    3 月 10 日（木） 15:00 ～
　    ※１週間前までに要予約

   献血  ご協力をお願いします

3/28（月）　午前 10:00 ～ 10:40 受付

　　　　　　　　　会場：宮田村役場 庁舎西側

 　　ヒブワクチン・肺炎球菌ワクチン

　　　
子宮頚がん予防ワクチンの公費補助

　２月から上記ワクチン接種に対する公費

補助がはじまりました。このワクチン接種

は保護者の希望により受ける予防接種で、

法律上の義務はありません。

■今年度の対象者

・ヒブワクチン /肺炎球菌ワクチン

　生後 2ヵ月～５歳未満のお子さん

・子宮頚がん予防ワクチン

　現高校 1年生に相当する学年の女子

※対象の方にはすでに通知でご案内しています。

　 問老人福祉センター  ☎８５－４１２８

● 

お
知
ら
せ 

● 

　

辰
野
恒
雄
先
生
の
子
育
て
マ
マ
サ
ロ
ン 

日
時　

3
月
14
日
（
月
）　
　
　
　
　

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分 

　

先
生
の
お
話
を
お
聞
き
し
た
り
、
ご

自
分
の
こ
と
を
お
話
に
来
ま
せ
ん
か
。 

　

手
芸
の
日 

日
時　

3
月
16
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
～

　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
袋
や
ね
こ
を
作
っ

て
い
ま
す
。
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

童
謡
の
会　

 

日
時　

3
月
23
日(

水
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～

　

皆
で
気
楽
に
大
き
な
声
で
歌
い
ま

し
ょ
う
。

　

短
歌
「
あ
さ
が
お
の
会
」　
　

 

日
時　

3
月
28
日(

月
）　
　
　
　

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～

　

皆
様
の
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　

コ
ン
ニ
ャ
ク
作
り 

日
時　

3
月
24
日(

木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～

　

手
作
り
の
美
味
し
い
コ
ン
ニ
ャ
ク

を
作
り
ま
す
。 

　

陶
芸
の
日 

日
時　

4
月
8
日(

金
）　
　
　
　

　
　
　
　

午
後
1
時
～

　

湯
の
み
・
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
な
ど

自
分
の
好
き
な
物
を
作
っ
て
い
ま
す 

　

こ
の
他
季
節
の
行
事
食
や
お
菓
子

作
り
な
ど
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
関

心
の
あ
る
方
は
、
な
ご
み
家
ま
で
連

絡
し
て
下
さ
い
。
又
、
皆
様
の
ア
イ

デ
ア
や
情
報
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

も
、
自
分
ら
し
い
方
法
で
楽
し
み
な
が
ら

日
々
の
行
動
に
取
り
組
め
る
自
分
で
い
る

こ
と
で
、
自
分
を
好
き
に
な
れ
、
周
り
を

認
め
て
感
謝
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

　

持
っ
て
生
ま
れ
た
気
質
は
人
に
よ
っ
て

違
い
ま
す
。
ま
ず
自
分
が
ど
ん
な
タ
イ
プ

で
あ
る
か
を
知
っ
て
、
自
分
を
大
切
に
し

た
生
き
方
が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

う
つ
病
と
は

　

本
来
の
自
分
よ
り
、
他
者
報
酬
を
優
先

さ
せ
る
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
が
累
積
さ
れ
、

脳
内
の
神
経
伝
達
物
質
（
セ
ロ
ト
ニ
ン
・

自
分
に
合
わ
な
い
生
き
方
が
心
の
状
態
を

悪
く
す
る

　

一
人
で
こ
つ
こ
つ
や
る
こ
と
が
好
き
な

人
が
、
出
世
競
争
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
本
当
は
ゆ
っ
た
り
し
た
い
の
に
、
あ

ら
ゆ
る
こ
と
に
手
を
抜
け
な
い
な
ど
、
周

り
の
評
価
を
気
に
し
た
り
、
周
り
に
嫌
わ

れ
な
い
よ
う
に
す
る
生
き
方
（
他
者
報
酬

追
求
型
）
は
、
恐
怖
感
が
つ
き
ま
と
い
疲

れ
る
生
き
方
な
の
で
す
。

自
分
を
大
切
に
し
た
生
き
方
を

　

周
囲
か
ら
す
ぐ
に
は
評
価
さ
れ
な
く
て

　

ス
ト
レ
ス
の
多
い
現
代
社
会
。
村
で
は
、
悩
み
の
本
質
や
、
対
処
法
、
う
つ
等
の

対
応
を
学
ぶ
た
め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

見
逃
さ
な
い
で
！  

ｓ
Ｏ
ｓ
の
サ
イ
ン

ド
ー
パ
ミ
ン
・
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
）
が

不
足
し
て
起
こ
り
ま
す
。
気
分
が
沈
み
、

悲
し
く
、
さ
み
し
い
、
暗
い
、
自
分
は
ダ

メ
だ
（
自
己
否
定
感
）
な
ど
の
抑
う
つ
気

分
が
１
日
中
、
２
週
間
以
上
続
き
、
仕
事

に
行
か
な
く
な
る
な
ど
社
会
的
適
応
を
欠

く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

う
つ
は
、
本
人
が
気
づ
か
な
い
こ
と
が

多
い
の
で
す
。
周
囲
の
人
が
サ
イ
ン
を

キ
ャ
ッ
チ
し
て
、
専
門
家
に
相
談
す
る
な

ど
の
支
援
を
し
ま
し
ょ
う
。

生
き
方
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る

　

他
者
報
酬
追
求
型
の
生
き
方
は
、
生
活

す
る
上
で
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
す
。
し

か
し
、
自
己
報
酬
追
求
型
の
生
き
方
に
重

心
を
お
い
て
生
活
す
る
こ
と
で
、
心
お
だ

や
か
に
、
そ
し
て
家
庭
も
仕
事
も
ス
ム
ー

ス
に
ま
わ
っ
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

相 

談 
窓 
口

■
心
の
相
談
日

　

毎
月
第
２
第
４
木
曜
日

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

　

談
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
85 -

４
１
２
８

■
松
本
い
の
ち
の
電
話

　

（
自
殺
予
防
を
目
的
と
す
る
電
話
相
談
）

　
　
　
　
☎
０
２
６
３
‐
29
‐
１
４
１
４

■
心
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

　

平
日
9
時
30
分
か
ら
15
時

　
　
　
　

☎
０
５
７
０
‐
０
６
４
５
５
６

巻
き
ま
し
た

　 

17
メ
ー
ト
ル
70
セ
ン
チ
！

　

米
5
升
5
合
、
卵
80
個
、
海
苔

１
５
０
枚
、
ほ
う
れ
ん
草
が
コ
ン
テ
ナ

に
い
っ
ぱ
い
、
で
ん
ぷ
な
ど
の
材
料
を

用
意
し
ま
し
た
。
巻
き
は
じ
め
か
ら
巻

き
終
わ
り
ま
で
1
時
間
か
か
り
ま
し

た
。
そ
の
後
切
り
分
け
て
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
と
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

長
野
朝
日
放
送
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、

長
野
日
報
の
取
材
が
あ
り
賑
や
か
で
し

た
。
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小
学
生
が
夏
休
み
中
の
プ
ー
ル
で
使
う
安
全
確
認
用
の
木
札
を
作
り

続
け
て
30
年
。
先
日
も
小
中
学
校
へ
ホ
ウ
キ
な
ど
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

い
た
藤
田
秀
武
さ
ん
（
町
３
）
に
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

むらの話題と出来事

topics  むらの話題と出来事

広報 MIyada 10広報 MIyada11

写真を撮るのが趣味だとい

う藤田さん。「広報みやだ

の写真もよく見てるよ」と

話してくれました。「デジ

カメは楽だけどフィルム写

真は趣があっていいよね」。

　

札
を
下
げ
て
プ
ー
ル
へ
行
く
姿
を
見
か
け
る
と
や
っ
ぱ
り
う
れ
し
い

ね
。
学
校
の
営
繕
作
業
な
ん
か
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
長
年
や
ら
し
て
も

ら
っ
て
る
け
ど
、
仕
事
を
通
じ
て
母
校
の
役
に
立
て
る
こ
と
が
あ
れ

ば
っ
て
思
っ
て
ね
。
さ
さ
や
か
な
事
だ
け
ど
、
そ
う
い
う
人
が
た
く
さ

ん
い
れ
ば
、
ち
っ
ち
ゃ
な
こ
の
宮
田
村
も
住
み
よ
い
村
に
な
っ
て
い
く

だ
ろ
う
な
っ
て
。
そ
し
て
、
流
し
た
汗
を
評
価
し
て
く
れ
る
世
の
中
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
ね
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
感
謝
の
心
を
忘

れ
な
い
「
あ
り
が
と
う
」
っ
て
素
直
に
言
え
る
人
に
育
っ
て
い
っ
て
ほ

し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

木
は
お
も
し
ろ
い
よ
。
い
ろ
ん
な
顔
を
持
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
持

村
の
住
人
と
し
て
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば

Interview

聴
　　　　    中学生が聴導犬協会へ寄附  ２月７日

導犬の育成に役立てください

ち
味
を
生
か
せ
る
よ
う
な
仕
事
が
で
き
た

ら
な
ぁ
っ
て
。
今
は
買
え
ば
何
で
も
手
に

入
る
世
の
中
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
作
る
よ

ろ
こ
び
を
子
ど
も
た
ち
に
は
感
じ
て
ほ
し

い
ね
。

　

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
も
木
札
を
作
り
ま

す
よ
。
去
年
う
ち
孫
が
で
き
た
か
ら
、
そ

の
孫
に
も
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
ね
。

   

            藤田 秀武 さん

も
　　　　    卒園記念写真撮影  2 月 24 日

うすぐ みんなは １年生♪
卒園を間近に控え、この日は卒園記念写真の撮影。

写真は西保育園の様子です。みんな４月になると

ピカピカの１年生。楽しみですね。

▲ 漫才師の林家カレー子さ

んが講演 

▲

小学校のトラン

ペット鼓隊の演奏 

▲ ▲

地区

内の仲間づくりのための活動

を発表をする大原育成会

▲寄附金を手渡す副会長の原田拓海くん

地
　　　　　  青少年健全育成推進大会  2 月９日

域みんなで 子どもを育てよう
小学校の子どもたちが、夏休みのプール使用時に使う木

札を 30 年間にわたって作成し寄贈をしていただいてい

る藤田秀武さん（町３）に表彰状が贈られました。

【関連記事：11 ㌻「人」、13 ㌻「公民館だより」】

国の補助金を受けて改修中だった「大久保地区高齢者支え

合い拠点施設」が完成し竣工式が行われました。バリアフ

リー化などが行われて、子どもから高齢者までが安心して

集える施設に生まれ変わりました。南割、中越、大田切、

大原地区も同様の施設が３月末までに完成する予定です。

快
　大久保地区高齢者支え合い拠点施設完成  2 月 26 日

適な地区の拠点にリニューアル

良
　　  全国建築板金競技大会出場を報告  ２月３日

い製品の提供につなげるために
昨年 11 月に行われた建築板金競技大会の長野県大会で準

優勝した久保田春紀さん（中越）が、全国大会への出場を

前に役場を訪れ、村長らから激励の言葉が送られました。

▲

大会で課題となる銅製のミルクタンクを手にする久保田さん

中学校生徒会（上條途夢会長）は、全校で取り組んでき

たアルミ缶回収で得たお金を日本聴導犬協会に寄附しま

した。12 月までに集まったアルミ缶は 850 ㎏。地元に

ある同協会に少しでも協力できればと寄附を決めました。
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長
野
県
原
産
地
呼
称
管
理
制

度
の
ワ
イ
ン
官
能
審
査
会
が

２
月
２
日
に
行
わ
れ
、
紫
輝

２
０
１
０
が
今
年
も
見
事
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
９
年
目
の
こ
の
制

度
。
各
メ
ー
カ
ー
か
ら
出
品
さ

れ
た
１
０
０
％
長
野
県
産
の
ワ

イ
ン
を
７
名
の
審
査
員
が
審
査

し
、
優
れ
て
い
る
も
の
が
認
定

さ
れ
「
長
野
県
を
代
表
す
る
ワ

イ
ン
」
の
証
明
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
こ
こ
数
年
で
も
多
い

62
品
の
ワ
イ
ン
の
う
ち
、
41
品

が
認
定
さ
れ
、
紫
輝
以
外
の
ヤ

マ
ソ
ー
ビ
ニ
オ
ン
ワ
イ
ン
２
品

も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
よ
り
酸
味
が
低
か
っ
た

紫
輝
２
０
１
０
の
評
価
は
高

く
、
審
査
員
で
ソ
ム
リ
エ
の
田

崎
眞
也
さ
ん
も
「
例
年
に
比
べ

て
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
が
高
い
」
と

絶
賛
し
、
今
後
も
さ
ら
に
向
上

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
し

た
。

　

審
査
会
後
は
一
般
の
方
へ
の

お
披
露
目
会
も
行
わ
れ
、
今
回

は
県
内
有
数
の
ブ
ド
ウ
・
ワ
イ

ン
の
産
地
で
あ
る
塩
尻
市
で
の

開
催
だ
っ
た
た
め
、
多
く
の
ワ

イ
ン
関
係
者
や
地
元
フ
ァ
ン
の

方
に
認
定
ワ
イ
ン
を
飲
ん
で
も

ら
い
、盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

原産地呼称認定！

         　紫輝 2010

　平成 23 年度分の指定ごみ袋購入チケットを郵送します。発送は

3 月中旬を予定していますが 3 月末になっても届かなかった場合は、

下記までご連絡をお願いします。

※他の家族の方が受け取っていることがあります。ご家庭内で十分確

認してください。

31 平成 23 年度
　  指定ごみ袋購入チケットを配布します

ecology

シリーズ 環境を考える

    

梅
ヶ
里
美
術
教
室

                  

平
澤 

一
男 

グループ
活動めぐり

（６）

　

私
達
美
術
教
室
で
は
、
各
種
の

大
賞
を
受
賞
な
さ
っ
た
小
木
曽
章

八
先
生
の
指
導
の
も
と
、
絵
を
描

い
て
み
た
い
人
の
集
ま
り
と
し
て

３
年
前
よ
り
始
め
た
教
室
で
す
。

エ
ン
ピ
ツ
画
か
ら
油
絵
ま
で
毎
回

楽
し
く
勉
強
し
て
い
ま
す
。
初
め

て
絵
筆
を
持
っ
て
キ
ャ
ン
バ
ス
に

向
か
っ
た
人
。
又
、
子
供
の
頃
に

は
勉
強
せ
ず
親
に
叱
ら
れ
た
程
絵

が
好
き
だ
っ
た
人
。
少
々
油
絵
の

経
験
の
あ
っ
た
人
達
が
、
月
２
回

金
曜
日
夜
７
時
よ
り
創
作
室
に
集

ま
っ
て
、
初
心
者
共
々
基
礎
か
ら

技
術
を
丁
寧
に
教
え
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。
昨
年
は
、
静
物
も
写
生

も
、
又
、
展
覧
会
用
の
絵
と
多
岐

に
亘
っ
た
絵
を
勉
強
し
、
そ
れ
ぞ

れ
に
成
果
を
上
げ
た
作
品
は
、
玄

関
等
に
掛
け
て
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
大
自
然
の
雄
大
な
面
。
そ
の

内
面
が
少
し
で
も
描
け
る
様
に
、

又
、
そ
れ
が
老
後
の
趣
味
に
つ
な

が
る
幸
せ
を
。
ご
参
加
し
ま
せ
ん

か
。
一
度
教
室
を
覗
い
て
く
だ
さ

い
。　
　

（
次
回
＝
ざ
く
ろ
の
会
）

　

汝
の
く
れ
し
電
話
の
声
を
耳
に
お
き
こ
の
夜
眠
ら
ん
良
き
夢
に
な
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

友
野
も
と
子（
南
割
）

　

短
日
を
塾
へ
か
け
ゆ
く
Ｋ
君
に
声
を
か
け
や
る
「
気
を
つ
け
て
ね
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
澤　

由
紀（
町
三
）

　

飲
む
こ
と
の
多
く
な
り
け
り
初
冬
の
日　
　
　
　
　

小
田
切
藤
彦（
北
割
）

　

天
高
し
遠
く
山
脈
空
を
突
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
日　

好
章（
北
割
）

　

門
前
に
日
の
盛
り
な
り
信
子
の
碑　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
達（
北
割
）

　

凍
み
緩
み
日
々
老
の
身
も
嬉
々
と
し
て　
　
　
　
　

新
井
い
さ
子（
町
一
）

　

子
の
酌
い
だ
屠
蘇
に
ほ
の
ぼ
の
酔
ひ
に
け
り　
　
　

丸
山　

麻
子
（
町
二
）

　

第
26
回
宮
田
村
青
少
年
健
全
育
成

推
進
大
会
は
、
２
月
６
日
村
民
会
館

大
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
宮
田
小

学
校
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
隊
が
日
頃
の

成
果
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

功
労
者
表
彰
で
は
、
昭
和
55
年
よ

り
30
年
間
、
小
学
校
児
童
の
夏
休
み

中
の
プ
ー
ル
活
動
で
の
所
在
確
認
用

木
札
を
寄
贈
さ
れ
、
プ
ー
ル
で
の
事

故
防
止
に
貢
献
さ
れ
た
藤
田
秀
武
さ

ん
（
町
３
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
区
育
成
会
の
発
表
で
は
、
大
原

区
育
成
会
が
子
ど
も
の
「
仲
間
づ
く

り
」
に
向
け
た
様
々
な
取
り
組
み
を

映
像
を
交
え
て
発
表
し
ま
し
た
。

▲表彰される藤田秀武さん

▲審査会の様子

　

続
い
て
、
漫
才
師
の
林
家
カ
レ
ー

子
さ
ん
が
『
子
育
て
の
前
に
親
育
て

～
子
ど
も
は
親
の
後
ろ
姿
を
見
て
育

つ
』
と
題
し
て
講
演
。
親
の
在
り
方

Ａ
Ｂ
Ｃ
と
し
て
「
あ
た
り
前
の
こ
と

を
」
「
馬
鹿
に
し
な
い
で
」
「
ち
ゃ
ん

と
や
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

  

た
く
さ
ん
梅
が
実
る
よ
う
に

                 

梅
の
剪
定
講
座

問住民福祉課 住民生活係  ☎８５－５８６１

▲どの枝を切ればいいのかなあ

　

２
月
５
日
、
公
民
館
恒
例
の
「
梅

の
剪
定
講
座
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
ｊ
Ａ
宮
田
支
所
営
農
課
長
の

吉
川
順
平
さ
ん
。
毎
年
こ
の
頃
か
ら

剪
定
作
業
を
始
め
る
と
い
う
常
連
の

方
か
ら
、
初
め
て
剪
定
を
す
る
と
い

う
方
な
ど
、
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
座
で
は
、最
初
に
「
剪
定
の
三
原
則
」

「
梅
の
病
害
虫
防
除
」
な
ど
の
お
話
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
梅
の

木
の
周
り
に
移
動
し
て
、
全
体
の
日

当
た
り
や
風
通
し
な
ど
を
考
え
な
が

ら
、
切
る
枝
、
伸
ば
す
枝
な
ど
の
説

明
を
聞
き
、
剪
定
作
業
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
枝
を
固
定
す
る
た
め

の
縛
り
方
「
垣
根
結
び
」
も
学
び
ま

し
た
。
剪
定
し
た
木
に
花
が
咲
き
、

大
き
な
実
が
た
く
さ
ん
実
る
の
が
今

か
ら
楽
し
み
で
す
。

　

平
成
23
年
第
２
回
議
会
臨
時

会
は
２
月
22
日
に
開
催
さ
れ
、

補
正
予
算
案
の
１
議
案
が
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
長
野
県
地
方
税
滞
納
整
理

機
構
議
会
議
員
選
挙
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
議
案
の
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

○
一
般
会
計
補
正
予
算

▽
補
正
額

　

３
０
０
０
万
円

▽
補
正
後
の
額　

　

40
億
２
４
３
２
万
６
千
円

▽
主
な
内
容

　

地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備

交
付
金
に
よ
る
事
業
（
つ
つ

じ
が
丘
の
勤
労
者
研
修
セ
ン

タ
ー
）
改
修
に
よ
る
も
の
で
す
。

臨時会
平成 23 年 第２回議会

　
  指定ごみ袋購入チケットの回収にご協力ください！

　各家庭で使わなかったごみ袋購入チケットを回収しています。これは指定ごみ袋の不必要な購入

を抑え、ごみの減量化・資源化を目指すとともに、小学校の児童会活動として回収に取り組むこと

で、子どもの頃から環境学習と実践に取り組む姿勢を培うことを目的に昨年から実施しています。

　小学校児童会の回収や、公共施設に設置されているボックスでの回収にご協力をお願いします。

 

青
少
年
の
健
全
育
成
を
め
ざ
し
て

　
　
　
　
　

青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会
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魅
力
い
っ
ぱ
い
の

　
　   

日
本
み
つ
ば
ち

　

私
が
魅
せ
ら
れ
て
い
る
日
本
蜜
蜂

は
、
西
洋
蜜
蜂
よ
り
ず
っ
と
歴
史
が

古
く
日
本
古
来
の
蜜
蜂
で
す
。
女
王

蜂
一
匹
に
家
来
が
１
万
５
千
か
ら

３
万
匹
居
て
女
王
の
命
令
一
つ
で
分

担
毎
働
い
て
い
ま
す
。
サ
ボ
ッ
て
遊

ん
で
い
る
蜂
は
一
匹
も
い
ま
せ
ん
。

先
ず
人
間
社
会
と
違
っ
て
い
る
点
で

す
。
春
に
は
分
蜂
と
言
っ
て
新
し
い

女
王
が
で
き
る
と
古
い
女
王
が
半
分

の
家
来
を
連
れ
て
分
家
を
し
ま
す
。

こ
こ
で
も
人
間
と
違
い
必
ず
古
い
女

王
が
出
て
い
き
ま
す
。
分
蜂
し
た
蜂

の
群
を
我
々
が
無
理
矢
理
取
り
込
み

ま
す
が
、
一
つ
で
も
気
に
入
ら
な
い

こ
と
が
あ
る
と
一
匹
残
ら
ず
逃
去
し

て
し
ま
い
ま
す
。
全
く
デ
リ
ケ
ー
ト

で
厄
介
者
で
す
。
だ
か
ら
古
来
よ
り

増
え
ず
絶
え
ず
生
き
延
び
て
い
る
訳

で
す
。
私
も
30
年
以
上
飼
っ
て
い
ま

す
が
、
奥
ま
で
極
み
切
れ
て
い
ま
せ

ん
。
２
、
３
年
に
一
度
蜂
蜜
を
絞
り

ま
す
が
、
こ
の
蜂
蜜
の
特
徴
は
「
百

花
蜜
」
と
言
い
市
販
の
蜜
に
比
べ
れ

ば
抗
酸
化
活
性
が
百
倍
以
上
有
り
、

特
に
高
領
ル
ビ
ー
の
蜜
は
生
活
習
慣

病
を
防
ぐ
と
言
わ
れ
、
蜜
の
値
段
も

非
常
に
高
価
で
す
。
こ
ん
な
魅
力
一

杯
の
蜂
が
花
粉
を
両
後
足
に
一
杯
に

く
っ
つ
け
、
巣
の
中
に
駆
け
足
で

入
っ
て
い
く
姿
は
、
愛
ら
し
く
て
た

ま
り
ま
せ
ん
。（
次
回
＝
唐
木  

登
さ
ん
）

案  

内

リレー随想
（354）　

　
　

初
崎  

常
利
（
大
田
切
）

◇
学
級
閉
講
・
修
了
式

・
宮
田
学
級 

３
月
17
日
㈭ 

９
時
30
分

・
婦
人
学
級 

３
月
24
日
㈭ 

９
時
30
分

・
宮
田
大
学 

３
月
25
日
㈮ 

９
時
30
分

・
宮
田
大
学
院
３
月
28
日
㈪
９
時
30
分

◇
本
館
事
業

・
少
年
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
団
体
合
同
激
励
会

　

４
月
２
日
（
土
）
８
時
30
分
～

・
公
民
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

４
月
４
日
（
月
）
19
時
～

・V
ig
o
r M

IY
a
D
A

（
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
）

　

４
月
10
日
（
日
）
８
時
30
分
～

に
分
か
れ
、
８
人
の
指
導
者
か
ら
ス

キ
ー
の
履
き
方
、
進
み
方
、
止
ま
り

方
な
ど
を
学
び
、
白
銀
の
ゲ
レ
ン
デ

に
て
ス
キ
ー
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

▲インストラクターの指導を聞いて

　

１
月
30
日
、
駒
ヶ
根
高
原
ス
キ
ー

場
に
て
恒
例
の
ス
キ
ー
教
室
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
小
学
３
年
生
以
上
を
中

心
に
21
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
村
の

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
の
指
導

に
よ
り
、
楽
し
み
な
が
ら
、
ス
キ
ー

技
術
の
向
上
を
図
る
目
的
で
毎
年
開

か
れ
て
い
る
教
室
で
、
今
年
は
40
周

年
に
あ
た
り
ま
す
。
参
加
者
は
４
班

　

私
は
図
書
館
の
居
心
地
の
良
さ
を

娘
か
ら
教
わ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
図
書

館
と
無
縁
だ
っ
た
私
は
娘
と
何
回
か

通
う
に
つ
れ
、
本
屋
で
立
ち
読
み
す

る
雑
誌
が
あ
る
事
に
気
付
い
た
。
そ

れ
か
ら
月
一
回
の
発
売
日
以
降
に
必

ず
通
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
、
ち
ょ
っ
と
見
渡
せ
ば
趣

味
の
本
、
興
味
の
あ
る
分
野
の
本
が

あ
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過

ぎ
て
行
く
。

　

仕
事
の
都
合
で
平
日
昼
間
で
も
利

用
出
来
る
私
は
、物
音
し
な
い
「
シ
ー

ン
」
と
し
た
空
間
が
最
高
だ
。
た
だ

ど
う
し
て
か
、
子
供
の
声
が
し
な
い

と
寂
し
い
気
も
す
る
。

 

オ
ア
シ
ス

　「
あ
り
が
と
」

　
　
　
　
　  

小
松　

正
範
（
町
３
）

　

　

お
や
じ
道
場
の
第
11
回
講
座
で
は
、

２
月
18
日
、
会
員
の
話
を
聞
き
合
お

う
と
、「
会
員
発
表
会
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
５
人
の
仲
間
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
談
や
思
い
出
、
ま

た
、
趣
味
に
関
す
る
話
を
披
露
し
ま

し
た
。
ど
の
発
表
も
興
味
深
く
、ま
た
、

感
動
す
る
内
容
で
、
会
員
の
気
持
ち

を
理
解
し
、
お
互
い
の
親
睦
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

40
回
目
の
ス
キ
ー
教
室

　
　
　
　

  

宮
田
村
ス
キ
ー
教
室

     

飾
り
寿
司
に
挑
戦

                  

宮
田
大
学
・
大
学
院

　

第
11
回
学
級
会
で
は
、
役
場
総
務

課
の
上
條
雅
典
さ
ん
を
講
師
に
、
デ

〈 

新
着
図
書
紹
介 

〉

●
一
般
書

○
き
こ
と
わ　
　
　

（
朝あ

さ
ぶ
き吹

真ま

り

こ

理
子
）

○
告こ

く
は
つ発

の
虚き

ょ
と
う塔　

　
　

（
江え

が

み上　

剛ご
う

）

○
カ
ル
テ
ッ
ト 

３  (

大お
お
さ
わ沢　

在あ
り
ま
さ昌

）

○
妄も

う
そ
う
き
ぶ
ん

想
気
分　
　
　

（
小お

が

わ川　

洋よ

う

こ子
）

○
純じ

ゅ
ん
ぺ
い

平
、
考

か
ん
が

え
直な

お

せ(

奥お

く

だ田　

英ひ

で

お朗)

○
安あ

づ
ち
じ
ょ
う

土
城
の
幽ゆ

う
れ
い霊　

　

（
加か

と

う藤　

廣
ひ
ろ
し

）

○
ナ
マ
ズ
の
幸こ

う
う
ん運

。
（
川か

わ
か
み上　

弘ひ

ろ

み美
）

○
漂ひ

ょ
う
さ砂

の
う
た
う　

  (

木き

う

ち内　

昇
の
ぼ
り)

○
お
徳と

く
よ
う
あ
い
こ

用
愛
子
の
詰つ

め
合あ

わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　

(

佐さ

と

う藤　

愛あ

い

こ子)

○
あ
ん
で
ら
す
の
鐘か

ね

（
澤さ

わ

だ田
ふ
じ
子こ

）

○
お
し
ま
い
の
デ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

(

瀬せ

お尾
ま
い
こ
）

○
風ふ

う
け
い景　

　
　
　

 

（
瀬せ

と

う

ち

戸
内
寂

じ
ゃ
く
ち
ょ
う

聴
）

○
葦あ

し
ぶ
ね舟

、
飛と

ん
だ　

(

津つ

し

ま島　

佑ゆ

う

こ子)

○
苦く

え
き
れ
っ
し
ゃ

役
列
車　
　
　

（
西に

し
む
ら村　

賢け

ん

た太)

○
百ひ

ゃ
く
ま
ん
べ
ん
る
て
ん
せ
ん
て
ん

万
遍
流
転
旋
転

　
　
　

上
・
下
巻   (

花は
な
む
ら村　

萬ま
ん
げ
つ月)

○
川か

わ

あ
か
り　
　
　

  (

葉は

む

ろ室　

麟り
ん)

○
夏な

つ

み美
の
ホ
タ
ル　

(

森も
り
さ
わ沢　

明あ

き

お夫)

●
児
童
書

○
も
り
の
ね
こ

○
ト
イ
レ
の
神か

み
さ
ま様

○
理り

か

し

つ

科
室
の
日に

ち
よ
う
び

曜
日

○
お
お
き
な
け
や
き

○
コ
ル
チ
ャ
ッ
ク
先せ

ん
せ
い生

○
な
が
い
な
が
い
よ
る

○
き
き
ゅ
う
に
の
っ
た
こ
ね
こ

○
ポ
ポ
く
ん
の
か
ぼ
ち
ゃ
カ
レ
ー

○
バ
ム
と
ケ
ロ
の
も
り
の
こ
や　

他

 

三
月
の
本
棚

お
は
な
し
会
の
ご
案
内

※
3
月
の
「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」
は

　

26
日(

土)

・
午
前
10
時
30
分
～

　

学
習
室
（
小
学
生
・
幼
児
向
け
）

※
4
月
の
「
ひ
よ
こ
の
ひ
ろ
ば
」
は

　

13
日(

水)

・
午
前
10
時
30
分
～

　

幼
児
コ
ー
ナ
ー
（
幼
児
向
け
）

▲おはなし大好き♪  

師
に
し
て
、
「
飾
り
寿
司
」
作
り
の

合
同
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
師
範
を
見
た
後
、
「
ア
ン

 

初
心
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室 

▲会員の楽しい話を聞きました

　

宮
田
大
学
・
宮
田
大
学
院
で
は
、

寿
司
店
経
営
の
小
平
晴
勇
さ
ん
を
講

  

遊
ゆ
う
の
皆
さ
ん
と

　

2
月
18
日
、
町
２
区
仲
な
か
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
「
遊
ゆ
う
広
場
」
の

お
は
な
し
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
和

や
か
な
ム
ー
ド
の
中
、
手
遊
び
や
絵

本
・
紙
芝
居
・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な

ど
で
楽
し
み
ま
し
た
。
最
後
に
み
ん

な
で
雪
だ
る
ま
の
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

☎ 85-2314

宮田村図書館 

（村民会館内）

を
作
っ
て
、
親
子
団

ら
ん
の
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

図
書
館
休
館
日

   

3
／ 

14 

( 月 )
・ 

22 

( 火 ) 

・ 

28 

( 月 ) 

   

4
／ 

4  

( 月 ) 

・ 

11  

( 月 ) 

          

18 

( 月 )
・ 

25 

( 月 ) 

・ 

30  

( 土 )

パ
ン
マ
ン
」
の
顔
を
作
る
た
め
の
具

材
（
卵
焼
き
・
ニ
ン
ジ
ン
・
か
ん
ぴ
ょ
う

･

海
苔
・
酢
飯
）
を
組
み
合
わ
せ
て
目
、

鼻
、
口
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

酢
飯
を
焼
き
海
苔
の
上
に
広
げ
、
具

材
を
包
み
太
巻
き
に
し
ま
し
た
。
各

自
、
か
わ
い
い
飾
り
寿
司
が
完
成
し
ま
し
た
。

▲小麦粉ねんどを使って

▲飾り寿司作りの説明を聞く学級生

  

小
麦
粉
ね
ん
ど
細
工
を
被
写
体
に

                          

子
育
て
学
級

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
講
座
と
し
て
子
ど
も

た
ち
の
小
麦
粉
粘
土
づ
く
り
の
様
子

を
撮
影
し
ま
し
た
。
子
ど
も
の
表
情

を
よ
く
写
す
に
は
、
大
人
が
姿
勢
を

低
く
構
え
、
子
ど
も
に
話
し
か
け
な

が
ら
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
待
つ

こ
と
が
よ
い
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

小
麦
粉
粘
土
で
初
め
て
遊
ん
だ
子
も

多
く
指
先
で
柔
ら
か
い
感
触
を
味
わ

い
ま
し
た
。
素
敵
な
写
真
が
思
い
出

の
ア
ル
バ
ム
に
増
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

     

会
員
発
表
会

                        

お
や
じ
道
場

　

パ
ソ
コ
ン
は
あ
っ
て
も
使
え
な
い

で
い
る
初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン

教
室
が
村
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
各
自
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
寄

り
、
パ
ソ
コ
ン
の
起
動
、
文
字
の
打

ち
込
み
、
変
換
、
取
り
消
し
、
改
行
、

数
字
や
カ
ッ
コ
の
入
れ
方
、
文
字
の

拡
大
、
表
の
作
り
方
、
保
存
等
、
基

本
的
な
作
業
を
研
修
し
ま
し
た
。

▲打ち込んだ文字を変換して
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上写真の校庭右端には
この木造校舎がありま
した。（昭和55年撮影）

　

こ
の
場
所
に
学
校
が
で
き
た
の
は
明
治
29
年

（
１
８
９
６
年
）。
現
在
の
津
島
神
社
付
近
に
あ
り
、

村
内
に
３
つ
あ
っ
た
学
校
が
統
合
さ
れ
た
後
も
、
数

年
間
使
っ
て
い
た
そ
れ
ま
で
の
校
舎
が
手
狭
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、新
し
く
こ
の
場
所
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
正
11
年
（
１
９
２
２
年
）
３
月
、
そ
の
校
舎
が
火

災
に
よ
り
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
す
。
焼
失
後
、
新
し
い

校
舎
が
で
き
る
ま
で
は
、
村
で
買
い
取
っ
た
製
糸
工
場

の
建
物
や
、お
寺
な
ど
に
分
か
れ
て
授
業
を
し
ま
し
た
。

約
８
ヶ
月
後
、
再
建
さ
れ
た
校
舎
は
当
時
県
下
で
も
見

る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
の

校
舎
で
し
た
。
開
校
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
式
典
の
ほ

か
映
画
や
提
灯
行
列
な
ど
も
催
さ
れ
、
村
を
挙
げ
て

祝
っ
た
と
い
い
ま
す
。
遠
く
か
ら
で
も
望
ま
れ
た
そ
の

壮
大
華
麗
な
姿
は
、
世
間
の
話
題
と
な
り
、
視
察
に
訪

れ
る
人
々
が
し
ば
ら
く
絶
え
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
89
年
。
当
時
の
校
舎
は
建
替
え
ら
れ
ま
し

た
が
、
今
年
も
ま
た
、
元
気
な
新
１
年
生
た
ち
が
こ
の

学
校
に
入
学
す
る
日
が
や
っ
て
き
ま
す
。
も
う
す
ぐ
桜

の
季
節
で
す
―
。

こ
こ
っ
て
ど
ん
な
場
所
　
再
発
見
！
み
や
だ
む
ら

 
宮
田
村
立 

宮
田
小
学
校       

（
町
２
区
）

こ
の
広
報
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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山火事予防運動実施中 ３月～５月

■ 宮田村消防団 ☎ 85-3181 / 北消防署 ☎ 81-0119

空気が乾燥し 風が強く吹く季節  屋外での火の取り扱いに注意！

１. 枯れ草など燃えやすいものがある場所でのたき火はやめましょう
２. たき火から離れる時は完全に火を消しましょう
３. 風が強い時 空気が乾燥している時は たき火をやめましょう
４. たき火をする時は消防署へ届け出をしましょう



1

編集
議会だより
編集委員会

☎85-3181
（議会事務局）

議
会
だ
よ
り

　

今
、
全
国
で
議
会
の
在
り
方
が
問

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

と
く
に
選
挙
で
選
ば
れ
た
住
民
の

代
表
と
し
て
、
そ
の
負
託
に
応
え
ら

れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
現
状
で
は
ま
だ
反
省
す
る
べ
き

点
も
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
住

民
の
皆
さ
ん
の
意
思
を
的
確
に
と
ら

え
、
そ
れ
を
行
政
に
活
か
す
活
動
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、

今
ま
で
「
広
報
み
や
だ
」
の
中
へ
掲

載
し
て
い
た
「
議
会
だ
よ
り
」
を
、

新
年
度
よ
り
独
立
し
て
、
新
た
に
冊

子
と
し
て
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
当
然
ペ
ー
ジ
数
も
増
え
る
わ
け

で
あ
り
ま
す
。
議
会
の
活
動
が
よ
り

具
体
的
に
見
え
る
よ
う
発
信
し
て
い

き
ま
す
。
真
の
情
報
公
開
と
は
何
か

を
考
え
、
一
歩
通
行
に
な
ら
ず
そ
れ

に
対
し
て
皆
様
の
ご
意
見
も
、
お
聞

き
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

宮
田
村
議
会
と
し
て
初
め
て
の
試

み
で
あ
り
ま
す
の
で
、
満
足
す
る
も

の
が
出
来
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
ど
う
か
皆
様
の
ご
意
見
や
ご
鞭

撻
を
い
た
だ
き
、
よ
り
充
実
し
た
も

の
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

「
議
会
だ
よ
り
」
が
皆
様
の
手
元

に
届
い
た
折
に
は
、
ご
一
読
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
議
会
の
一
つ
の
小

さ
な
改
革
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後

と
も
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
議
長　

松
田 

英
俊
）
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新

第2号

験
に
行
き
ま
し
た
。
近
所
の
方
々
が

朝
の
散
歩
つ
い
で
に
様
々
な
遊
具
を

使
用
し
健
康
増
進
を
図
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

飛
島
村
で
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

な
ど
の
環
境
活
動
や
「
日
本
一
長
寿

な
村
」
を
目
指
す
取
り
組
み
、
地
域

交
通
に
つ
い
て
な
ど
の
話
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。

　

環
境
活
動
で
は
ｉｓｏ


取
得
に
向

け
て
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
あ

げ
、
村
長
の
「
キ
ッ
ク
オ
フ
宣
言
」

を
決
意
表
明
と
し
て

職
員
研
修
、
環
境
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
行

い
、
平
成
19
年
に
は

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

を
取
得
し
昨
年
の
3

月
に
環
境
基
本
条
例

の
制
定
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　

若
い
職
員
が
中
心

と
な
っ
て
事
業
を
進

め
て
い
る
そ
う
で
、

継
続
審
査
な
ど
を
重
ね
る
こ
と
で
、

職
員
へ
の
意
識
浸
透
を
図
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
飛
島
村
で
は
「
日
本
一
長

寿
な
村
」
を
目
指
し
て
様
々
な
取
り

組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
寿
研

究
会
に
関
わ
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、

保
健
セ
ン
タ
ー･

温
水
プ
ー
ル
な
ど

　

10
月
27
、　

28
日
で
愛
知
県
の
高

浜
市
・
飛
島
村
へ
行
政
改
革･

議
会

改
革
等
の
視
察
へ
行
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
訪
れ
た
高
浜
市
で
は
職
員

の
定
数
管
理
の
一
環
と
し
て
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
市
が
１
０
０
％
出
資
し
て
い

る
「
高
浜
市
総
合
サ
ー
ビ
ス
㈱
」
は

１
９
９
５
年
に
設
立
さ
れ
窓
口
の
受

付
業
務
、
保
育
園
の
給
食
調
理
な
ど

を
市
か
ら
委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
並
行
し
て
人
事
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
が
直
接
45
歳
以
上
の
職
員

全
員
を
対
象
に
勧
奨
退
職
を
行
っ
て

い
ま
す
。
効
率
化
と
い
う
の
は
単
に

人
を
減
ら
す
の
で
は
な
く
、
職
員
一

人
一
人
が
意
識
改
革
を
す
る
こ
と
も

大
事
で
あ
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
副
議
長
よ
り
議
会
改
革
に

つ
い
て
な
ど
の
話
も
聞
く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
議
員
全
員
で
委
員
会
に

参
加
し
、
議
会
基
本
条
例
の
制
定
を

行
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
知
多
郡
の
東
浦
町
の
於

大
公
園
へ
木
製
健
康
遊
具
を
見
学
体

か
ら
な
る
複
合
施
設
「
す
こ
や
か
セ

ン
タ
ー｣

を
中
心
に
保
健
事
業
を
お

こ
な
う
と
と
も
に
人
間
ド
ッ
ク
や
検

診
制
度
を
充
実
さ
せ
て
予
防
医
学
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

が
ん
検
診
の
受
診
率
は
そ
う
高
く
な

い
そ
う
で
そ
の
あ
た
り
が
今
後
の
課

題
だ
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

で
す
が
、
平
成
17
年
に
路
線
バ
ス
が

廃
止
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
19
年

に
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
21

年
10
月
よ
り
近
隣
の
総
合
病
院
へ
の

議
会
だ
よ
り
が
変
わ
り
ま
す

総
務
厚
生
委
員
会
視
察

デ
マ
ン
ド
型
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー

の
運
行
を
片
道

５
０
０
円
に
て
導

入
し
ま
し
た
（
タ

ク
シ
ー
の
村
負
担

額
は
年
間
約
50
万

円
程
度
）
。

　

ま
た
、
村
内
2

箇
所
の
病
院
と
歯

科
医
院･

最
寄
駅

ま
で
は
飛
島
バ
ス

（
一
般
貸
切
バ
ス
）

も
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
高
齢
化
が
進
み
、
宮
田
村

で
も
交
通
弱
者
が
増
加
す
る
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
自
宅
と
商
店
街･

役
場･

病
院
等
を
ど
う
結
ん
で
い
く

の
か
、
方
法
手
段
の
術
の
参
考
に
な

り
ま
し
た

（
宮
井 

訓
）
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11
月
4
日
か
ら
5
日
に
か
け
、
長

野
県
東
京
事
務
所
と
神
奈
川
生
活
ク

ラ
ブ
生
活
協
同
組
合
を
訪
問
し
ま
し

た
。

　

長
野
県
東
京
事
務
所
は
、
長
野
県

や
県
内
市
町
村
と
首
都
圏
と
を
つ
な

ぐ
様
々
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
産
業
誘
致

の
推
進
と
特
産
品
の

売
り
込
み
の
状
況
を

う
か
が
い
ま
し
た
。

　

事
務
所
で
は
企
業

誘
致
に
あ
た
り
、
自

然
環
境
や
地
下
水
の

潤
沢
さ
、
用
地
価
格

の
安
さ
を
強
調
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
昨
今

の
経
済
状
況
も
あ

り
、
成
約
数
は
激
減

し
て
い
る
と
い
う
お

話
で
し
た
。
今
後
は
、

医
薬
品
や
食
料
品
の

分
野
に
重
点
を
置
く

よ
う
で
す
。

分
な
意
見
交
換
を
し
て
お
く
必
要
性

を
感
じ
ま
し
た
。

　

特
産
品
の
売
り
込
み
に
つ
い
て

は
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
や
イ
ベ
ン

ト
の
状
況
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し

た
。
都
内
に
全
国
各
地
の
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
が
30
店
舗
以
上
あ
り
、

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

経
費
の
問
題
か
ら
、
閉
店
す
る
事
例

も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

海
外
を
含
む
候
補
地
の
中
か
ら
、

選
択
し
て
も
ら
え
る
だ
け
の
魅
力
が

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
企
業
の
要

望
に
村
と
し
て
ど
の
よ
う
に
答
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
日
頃
か
ら
村

内
外
の
企
業
や
県
の
出
先
機
関
と
十

　

長
野
県
は
独
立
し

た
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
を
設
置
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
「
長
野
県

東
京
観
光
情
報
セ
ン

タ
ー
」
と
「
ナ
チ
ュ

ラ
ル
ロ
ー
ソ
ン
築
地

東
劇
場
ビ
ル
店
」
に

お
い
て
、
特
産
品
の

販
売
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、
県
内

の
自
治
体
の
中
に

は
、
独
自
に
出
店
し

て
い
る
事
例
も
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
地
で
定
着
す

る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
新
た
な
消
費
地

の
発
掘
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
で

す
。
宮
田
村
も
名
古
屋
市
で
、
覚
王

山
商
店
街
や
日
本
福
祉
大
学
の
協
力

の
も
と
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
開

設
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
効
率
的
な
運

営
に
努
め
な
が
ら
、
消
費
者
と
対
話

し
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

も
う
一
つ
の
訪
問
先
は
、
横
浜
市

に
本
部
を
置
く
神
奈
川
生
活
ク
ラ
ブ

生
活
協
同
組
合
で
す
。
総
組
合
員
数

は
約
６
万
８
千
人
、
供
給
利
用
高
は

約
２
１
７
億
円
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

こ
こ
へ
、
宮
田
村
産
と
伊
那
市
東

春
近
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
減
農
薬
米
が

「
上
伊
那
ア
ル
プ
ス
米
」
と
し
て
収

納
さ
れ
、
消
費
さ
れ
て
い
ま
す
。
生

活
ク
ラ
ブ
生
協
連
合
会
と
の
提
携
生

産
は
、
２
０
０
３
年
に
伊
那
市
東
春

近
の
２
２
０
俵
か
ら
始
ま
り
、
宮
田

村
に
つ
い
て
は
２
０
０
５
年
に
大
久

保
区
、
大
田
切
区
、
中
越
区
の
25
名

が
約
１
２
０
０
俵
を
収
納
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
た
い
へ
ん
好
評

で
、
２
０
１
０
年
に
は
全
村
で
約

１
万
３
千
俵
が
収
納
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
提
携
を
き
っ
か
け
に
、
村
で

は
環
境
保
全
型
の
稲
作
が
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
除
草
技
術
の
確
立

と
低
コ
ス
ト
化
の
両
立
が
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
組
合
で
は
米
以
外
に
大

豆
や
ソ
バ
、
ト
マ
ト
な
ど
の
生
産
地

を
求
め
て
い
る
そ
う
で
す
。
今
後
、

様
々
な
可
能
性
を
探
る
中
で
、
村
の

ブ
ラ
ン
ド
力
を
強
化
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
感
じ
た
視
察
で
し

た
。

(

天
野 

早
人)

　

過
日
、
「
農
産
物
加
工
施
設
」
の

建
設
協
議
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
設

置
に
向
け
た
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
施
設
が
ど
の
よ
う

に
つ
く
ら
れ
る
か
、
多
く
の
村
民
の

皆
さ
ん
の
英
知
の
結
集
が
望
ま
れ
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
取
り

組
み
の
中
で
成
功
し

て
い
る
例
と
し
て
、

今
回
「
農
事
組
合
法

人
伊
賀
の
里
モ
ク
モ

ク
手
づ
く
り
フ
ァ
ー

ム
」
を
研
修
視
察
先

に
選
び
ま
し
た
。

　

「

モ

ク

モ

ク

フ
ァ
ー
ム
」
は
、
注

目
さ
れ
て
い
る
農
事

組
合
法
人
で
、
そ
の

成
功
例
に
学
ぼ
う

と
、
全
国
か
ら
視
察

者
が
集
中
し
て
い
ま
す
。

　

三
重
県
伊
賀
市
の
山
間
に
位
置

し
、
昭
和
63
年
に
、
元
三
重
県
経
済

連
の
職
員
だ
っ
た
、木
村
氏
（
社
長
）

吉
田
氏（
専
務
理
事
）の
二
人
に
よ
っ

て
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
「
農
事
組
合
法
人
」
と
は
、

農
業
共
同
組
合
法
の
規
定
に
基
づ
い

て
、
組
合
員
の
農
業
生
産
の
協
業
に

よ
り
、
共
同
の
利
益
を
増
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
法
人
で
す
。
実
施

で
き
る
事
業
は
農
業
関
連
の
も
の
に

限
ら
れ
、
個
人
の
組
合
員
は
原
則
と

し
て
、
農
民
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

（
宮
田
村
の
「
農
事
組
合
法
人
ひ

か
り
」
も
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
）

○
年
間
売
上
高
（
48
億
円
）

○
ス
タ
ッ
フ
（
５
０
０
人
）

○
事
業
・
直
営
農
場
の
運
営
・
直
営

農
畜
産
加
工
場
の

運
営
・
食
農
学
習

施
設
（
運
動
公
園
）

の
運
営
・
農
産
加

工
品
直
営
店
舗
・

通
信
販
売
事
業
・

量
販
店
向
け
卸
販

売
・
農
業
レ
ス
ト

ラ
ン
（
県
内
４
、

県
外
２
）
な
ど

　

名
阪
国
道
壬
生

野
イ
ン
タ
ー
よ
り

約
10
分
、
色
づ
き

始
め
た
山
の
中
に

点
在
す
る
赤
い
屋

根
の
集
落
が
、
「
伊
賀
の
里
も
く
も

く
フ
ァ
ー
ム
」
で
す
。
ハ
ム
、
ウ
ィ

ン
ナ
、
地
ビ
ー
ル
、
パ
ン
な
ど
の
手

作
り
工
房
と
３
つ
の
飲
食
店
や
宿
泊

施
設
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
自

前
の
田
畑
や
果
樹
園
、
牧
場
等
計

１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
周
辺
の
養
豚

家
や
百
軒
の
契
約
農
家
で
作
る
安
心

な
食
材
だ
け
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

週
末
に
は
親
子
連
れ
が
農
場
や
工

房
で
、
も
の
づ
く
り
を
体
験
し
、
新

鮮
な
野
菜
や
料
理
に
舌
鼓
を
打
っ
て

い
ま
す
。
年
間
の
来
訪
者
は
、
約

50
万
人
だ
そ
う
で
す
。

　

「
も
く
も
く
」
生
み
の
親
の
一
人
、

吉
田
専
務
理
事
に
話
し
を
聞
く
と
、

①
い
く
ら
人
が
来
て
も
、
一
人
が
使

う
お
金
、
「
客
単
価
」
を
増
や
さ
な

け
れ
ば
何
に
も
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
、
お
客
さ
ん
が
3
時
間
は
滞
在

で
き
る
施
設
を
つ
く
っ
た
。
現
在
客

単
価
は
、
お
お
よ
そ
３
５
０
０
円
と

な
っ
た
。

②
23
年
前
に
、
木
村
、
吉
田
の
両
氏

と
、
23
名
の
養
豚
農
家
等
の
30
人
で

立
ち
上
げ
た
。

　

現
在
会
員
は
４
万
５
０
０
０
人
、

入
会
金
は
２
０
０
０
円
、
年
会
費
は

と
ら
な
い
。
会
員
に
な
る
と
入
園
は

無
料
、
但
し
２
年
間
来
園
し
な
い
と
、

自
動
的
に
解
消
さ
れ
る
。

③
も
く
も
く
の
基
本
精
神
は
も
の
づ

く
り
で
あ
り
、
生
産
過
程
は
全
て
公

開
し
て
い
る
。
ま
た
も
の
を
作
る
こ

と
は
教
育
の
一
環
で
あ
り
、
安
易
な

迎
合
は
し
な
い
。
そ
れ
故
、
作
り
上

げ
た
製
品
に
は
誇
り
を
持
っ
て
お

り
、
安
売
り
は
し
な
い
。

な
ど
、
話
は
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
の
研
修
視
察
で
、
こ
の
成
功

例
に
直
に
接
し
、
そ
こ
か
ら
何
を
学

ぶ
べ
き
か
、
一
口
で
は
言
い
切
れ
ま

せ
ん
が
、
最
も
強
く
感
じ
た
の
は
マ

ン
パ
ワ
ー
の
重
要
さ
で
す
。

　

「
も
く
も
く
」
に
と
っ
て
は
、
木

村
社
長
、
吉
田
専
務
理
事
お
二
人
の
、

揺
ぎ
無
い
信
念
と
情
熱
が
、
多
く
の

人
の
心
を
動
か
し
、
成
功
の
原
動
力

に
な
っ
た
こ
と
が
、
話
の
節
々
か
ら

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

以
上
が
「
伊
賀
の
里
モ
ク
モ
ク
手

づ
く
り
フ
ァ
ー
ム
」
、
同
直
営
店
の

「
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ａ
御
在
所
・
モ
ク
モ

ク
手
づ
く
り
フ
ァ
ー
ム
」
な
ど
を
11

月
15
、
16
日
に
訪
問
し
た
概
容
で
す
。

（
赤
羽 

正
）

た
議
会
と
し
て

消
防
団
活
動
の

一
助
に
な
れ
ば

と
い
う
想
い
の

中
、
去
る
11
月

30
日
の
午
後
6

時
30
分
よ
り
、

宮
田
村
議
会
総

務
厚
生
委
員
会

と
宮
田
村
消
防

団
役
員
と
の
懇

談
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た

懇
談
会
は
初
め
て
の
試
み
と
い
う
こ

と
で
始
め
に
自
己
紹
介
を
行
い
、
そ

の
後
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

緊
張
し
て
い
る
せ
い
か
、
張
り
詰
め

た
空
気
の
中
で
静
か
に
ス
タ
ー
ト
し

た
懇
談
会
で
し
た
が
、
時
間
の
経
過

と
と
も
に
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
定
数
の
件
、
災
害
時

対
応
の
件
、
団
員
処
遇
の
件
等
、
参

加
者
の
普
段
か
ら
の
消
防
団
活
動
へ

の
想
い
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
中
で
も
現
在
の
２
５
５
名
と

い
う
定
数
を
い
か
に
確
保
す
る
か
と

い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
や
や
も
す

る
と
消
防
団
に
任
せ
き
り
に
な
り
が

ち
で
す
が
、
宮
田
村
を
あ
げ
て
取
り

組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
と
痛
感
し
ま

し
た
。
そ
し
て
団
員
確
保
の
施
策
と

し
て
、
保
育
料
の
優
遇
、
広
報
の
充

実
等
の
具
体
的

な
意
見
が
消
防

団
役
員
か
ら
出

さ
れ
、
団
と
し

て
日
頃
か
ら
危

機
感
を
も
っ
て

取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
が
感
じ

ら
れ
、
今
後
の

協
力
体
制
の
大

切
さ
を
あ
ら
た

め
て
認
識
し
ま

し
た
。今
後
も
、

こ
う
い
っ
た
会

が
継
続
す
る
こ

　

12
月
17
日
に
総
務
厚
生
委
員
会
に

て
、
村
内
福
祉
関
係
の
新
規
事
業
所

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
宅
幼
老
所
わ
が
家
が
10

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
宅
幼
老
所　

あ
ず
ま
家
（
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
）
」
と
「
住
ま
い
処

　

よ
ろ
ず
家
（
住
宅
型
有
料
老
人

ホ
ー
ム
）」
を
訪
問
し
ま
し
た
。

①
二
つ
の
事
業
を
一
つ
の
建
物
で

行
っ
て
い
る

②
よ
ろ
ず
家
の
ほ
う
は
、
8
部
屋
満

室
（
一
部
屋
は
姉
妹
で
使
用
し
て
い

る
の
で
9
名
）

③
ご
家
族
の
方
も
一
緒
に
泊
ま
る
こ

と
が
で
き
る
。
（
年
末
な
ど
は
予
約

が
あ
っ
た
）

④
よ
ろ
ず
家
を
利
用
し
な
が
ら
、
あ

ず
ま
家
を
利
用
さ
れ
る
方
も
い
る

⑤
村
内
の
8
名
の
方
が
待
機
さ
れ
て

い
る

⑥
近
所
の
子
が
、
帰
宅
後
普
通
に
遊

び
に
来
て
い
る

な
ど
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
昔
は

当
た
り
前
の
よ
う
に
あ
っ
た
、
お
年

寄
り
の
い
る
『
家
』
と
い
っ
た
雰
囲

気
を
感
じ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
タ
カ
ノ
ハ
ー
ト
ワ
ー
ク

ス
シ
ョ
ッ
プ
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
は
、
宮
田
村
に
本
社
を
構
え

る
タ
カ
ノ
㈱
の
健
康
・
介
護
部
門
の

販
売
店
で
、
広
域
農
道
沿
い
の
以
前

コ
ン
ビ
ニ
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

①
多
く
の
人
が
集
え
る
お
店

議会だより　平成 22 年度 第２号

　

「
宮
田
村
の
こ
れ
か
ら
の
防
災
に

つ
い
て
」
と
い
う
主
旨
の
も
と
、
ま

産
業
文
教
委
員
会
視
察

議
会
運
営
委
員
会
視
察

と
を
確
認
し
、
充
実
し
た
懇
談
会
は

終
了
し
ま
し
た
。

（
加
藤 

恭
一
）

消
防
団
幹
部
と
の
懇
談
会

総
務
厚
生
委
員
会

村
内
新
規
福
祉
事
業
者
視
察

総
務
厚
生
委
員
会広くてとても開放的
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◇ 

◇  

編 

集 

後 

記  

◇ 

◇

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
議
長
あ
い
さ
つ

の
通
り
、
23
年
度
か
ら
議
会
だ
よ
り

を
独
自
の
発
行
と
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。（
5
月
、
8
月
、
11
月
、

2
月
に
発
行
予
定
）　

　

そ
の
た
め
、
現
在
の
議
会
だ
よ
り

編
集
委
員
会
に
よ
る
編
集
は
、
こ
れ

が
最
後
と
な
り
ま
す
。
一
年
間
と
い

う
極
め
て
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
23
年
度
か
ら
の
独
立
化
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
、
大

き
な
成
果
だ
っ
た
と
考
え
ま
す
。
新

し
く
な
る
議
会
だ
よ
り
を
、
ど
う
ぞ

お
楽
し
み
に
！

　
　

編
集
委
員
会

　

清
水 

正
康　

赤
羽 

正

　

宮
井 

訓　

天
野 

早
人

②
地
域
密
着
型
の
活
動
を
展
開
す
る

拠
点

③
ア
グ
リ
（
農
業
関
連
）
商
品
を
積

極
的
に
販
売
し
、
健
康
と
福
祉
の
コ

ラ
ボ

④
福
祉
用
具
・
介
護
用
品
を
試
し
て

最
適
な
商
品
を
選
べ
る

な
ど
を
目
指
し
、
事
業
展
開
を
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、

○
地
元
の
方
の
手
作
り
品
の
販
売

○
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
教
室
の
開
催

○
高
嶺
ル
ビ
ー
（
通
称
赤
ソ
バ
）
関

連
商
品
の
ソ
バ
や
蜂
蜜
な
ど
の
販
売

（
蜂
蜜
は
貴
重
な
日
本
蜜
蜂
が
採
取

し
た
も
の
）

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
寝
室
や
浴
室

の
体
験
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
、
特
徴
で
あ
る
そ
う
で
す
。

　

両
事
業
者
と
も
、
多
種
多
様
な
福

祉
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
サ
ー
ビ

ス
・
製
品
展
開
な
ど
を
考
え
て
い
ま

　

12
月
21
日
、
商
工
会
館
に
お
い

て
、
商
工
会
理
事
と
議
会
産
業
文
教

委
員
会
と
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

商
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
の
発
行
に
関
す
る
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
長
引
く
不
況
で

消
費
が
低
迷
す
る
中
、
住
民
生
活
を

支
援
す
る
施
策
を
考
え
て
い
く
必
要

性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

方
向
性
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
工
業
振
興
に
つ
い
て
は
、

村
に
よ
る
支
援
策
の
充
実
に
つ
い
て

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
「
商
工

業
振
興
補
助
制
度
」
や
「
ベ
ン
チ
ャ
ー

事
業
・
新
技
術
補
助
金
」
な
ど
を
活

用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

し
た
が
、
村
の
各
種
補
助
制
度
に
つ

い
て
の
広
報
が
不
足
し
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
国
道
１
５
３
号
線
バ
イ

パ
ス
の
問
題
や
商
店
街
の
活
性
化
に

関
す
る
課
題
、
観
光
振
興
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
っ
て
意
見
交

換
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

商
工
業
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
の

か
を
考
え
る
上
で
、
有
意
義
な
懇
談

会
と
な
り
ま
し
た
。

(

田
中 

一
男)

　

主
な
議
会
活
動
を
記
し
ま
す
。

（
8
月
～
2
月
）

○
8
月

10
日　

産
業
文
教
委
員
会

30
日　

議
会
活
性
化
研
究
会

○
9
月

1
日　

旧
新
井
家
本
陣
勉
強
会

8
～
17
日　

定
例
会

14
日　

産
業
文
教
委
員
会

15
日　

総
務
厚
生
委
員
会

17
日　

全
員
協
議
会

20
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
と

議
会
活
性
化
研
究
会
合
同
会
議

29
日　

商
工
会
主
催
の
企
業
視
察

（
㈱
Ｔ
Ｂ
Ｍ
）

○
10
月

1
日　

上
伊
那
郡
市
町
村
議
会
議
員

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

6
日　

議
会
活
性
化
研
究
会

20
日　

臨
時
会
、
全
員
協
議
会
、
議

会
活
性
化
勉
強
会

27
～
28
日　

総
務
厚
生
委
員
会
視
察

○
11
月

4
～
5
日　

産
業
文
教
委
員
会
視
察

14
～
15
日　

議
会
運
営
委
員
会
視
察

22
日　

臨
時
会

30
日　

消
防
団
役
員
と
の
懇
談
会

（
総
務
厚
生
委
員
会
）

○
12
月

8
～
16
日　

定
例
会

14
日　

産
業
文
教
委
員
会

15
日　

総
務
厚
生
委
員
会

16
日　

全
員
協
議
会

21
日　

商
工
会
役
員
と
懇
談
会
（
産

業
文
教
委
員
会
）

○
1
月

9
日　

消
防
団
出
初
式

21
日　

臨
時
会

26
日　

町
村
議
会
広
報
編
集
研
修
会

○
2
月

7
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

9
日　

宮
田
観
光
開
発
株
式
会
社
あ

り
方
調
査
特
別
委
員
会

14
日　

産
業
文
教
委
員
会

18
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

22
日　

臨
時
会
、
宮
田
観
光
開
発
株

式
会
社
あ
り
方
調
査
特
別
委
員
会
、

全
員
協
議
会
、
議
会
だ
よ
り
編
集
委

員
会

（
各
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
配
属
さ
れ
た

委
員
会
、
審
議
会
な
ど
の
内
容
は
割

愛
し
ま
す
）

平成 22 年度 第２号  議会だより

し
た
。
村
と
し
て
は
、
民
間
の
事
業

者
と
も
密
に
連
携
し
、
総
合
的
な
福

祉
の
向
上
を
図
る
べ
き
と
感
じ
た
視

察
で
し
た
。

（
清
水 

正
康
）

商
工
会
役
員
と
の
懇
談
会

産
業
文
教
委
員
会

議
会
活
動
報
告

ベットから車椅子への移動を体験

プレミアム商品券を買い求める方々
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